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陰陽五行説に基づく風水などの数理思考と吉凶判断の合体した知識体系＝術数は、永
く雑学として貶められてきた。しかし、それは民衆はおろか官僚・知識人にも深く染
み込んだ学知であり、中国文化の豊饒の大地であった。三浦國雄博士古稀記念の野心
的な論集。
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……我々が学術的な意味で〈術数〉というとき、この芸文志─四庫提要ラインを踏ま
えるのがルールになる。すなわち、〈数〉（ここには十干十二支をはじめ陰陽五行も
含まれる）と〈占〉とが合体した特有の〈知〉、というのが一応の定義になるだろう
。しかしながら、〈術〉や〈術数〉の用例を歴代の文献で調べてみると（もとより概
観したにすぎないが）、こういう枠からはみ出しているものが少なからずある。ひと
つは〈呪術〉との境界である。四庫全書館の学人たちが〈呪術〉を〈術数〉のカテゴ
リに入れていないのは、そもそも〈呪術〉なるものは近代知性によって発見された分
野であり、旧時代の中国で一箇の〈知〉として認知されていたわけではないから当然
のことではある。

〈術〉ないし〈術数〉の中身に関しては、一方で『四庫提要』とは対極的な民間の定
義というものがある。もとより権威としての『四庫提要』は意識されているはずであ
り、基本は踏襲されているが、それをかなり変容させている。いわゆる〈五術〉とい
う捉え方がそれである。〈五術〉とは、台湾の術者のあいだで広く伝承されている〈
術〉の分類法で、私も台湾で何度か耳にした。〈命〉〈卜〉〈相〉〈医〉〈山〉の五
つであるが、その列挙の順番や中身については必ずしも統一されていないようである
。……

さて、私たちのこの本は、はじめに述べたように当初から〈術〉で出発したわけでは
ない。まして、『四庫提要』の〈術数〉観や〈五術〉説に則ってテーマを割り振った
わけでもない。それらも一応は視野には収めつつも、自分の考える〈術〉観と自分に
書けるテーマで自由に論じてもらった。そういうわけで、ここでいう〈術〉はゆるや
かな定義に従っている。〈術数〉とはせず〈術〉と名づけたゆえんである。〈術〉と
して長生術や交霊術も扱い、〈呪術〉にも説き及んでいる。 （総説より）
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